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～行政の「無謬性神話」からの脱却に向けて～
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我が国の行政の現状・課題と目指すところ
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現状・課題
 環境の変化が早く、社会課題が複雑さや困難さの度合いを増し、先を見通しにくい状況
 一方で、我が国の行政には、従来、いわゆる「無謬性神話」が存在するとの指摘
 「無謬性神話」にとらわれると、問題の先送りにつながり、結果として国民に不利益

目指すところ
行政の「無謬性神話」から脱却し、複雑かつ困難な社会課題に適時的確に対応できる、
より機動的で柔軟な行政への転換





より機動的で柔軟な政策形成・評価が自然と行われるために必要な環境
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③ 政策に係る政務職（大臣、副大臣、大臣政務官等）のコミットメント

① 現状維持よりも環境変化に対応することが高く評価される組織文化の構築・定着

② 政策に係る専門的・技術的観点からの外部有識者のコミットメント
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１．機動的で柔軟な政策形成・評価を行う上で留意すべき点





機動的で柔軟な政策形成・評価を行う上で留意すべき点
（政策を機動的で柔軟に立案・修正できる政策サイクル（PDCA）の確立）
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実行

評価

改善

立案

④モニタリング
・モニタリング指標測定＋現場との緊密な

コミュニケーションによる実態把握
・乖離があれば、業績マネジメントに移行

①ファクト発見（課題の発見と
政策目標の設定）

・ステークホルダーとのコミュニ
ケーション

・多様なデータ・分析

②政策分析（政策手段の検討）
・ロジックの明確化
・政策選択のための政策手段の

比較検討

③モニタリングや評価の事前設計
・目標と進捗にズレが生じ得る前提で設計
・多段階のモニタリング指標（「炭鉱のカ

ナリア」（異変を敏感に検知するセン
サー））の設定

・別の政策手段への切替条件の設定

⑤業績マネジメント（評価・分析）
・中間や事後のインパクト評価

（効果検証）
・政策手段の停止や別の政策手段への

転換が必要な状況かどうかの判断

⑥運用改善、政策手段の入替え、次の政策立案（政策転換）
・評価・分析にとどまるスタティック（静的）なEBPM

→現実の政策見直し実行を重視するダイナミック（動的）なEBPM
・政策が想定どおりに進まない場合、思い切って政策運用や政策手段を見直す
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２．機動的で柔軟な見直しを可能とする政策形成・評価
に向けた制度改正・運用改善





10

３．機動的で柔軟な見直しを可能とする政策形成・評価
を支える基盤の整備
















